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縫 製作業 時 の動作 分 析 ．工 程分析(I)

広 島大教育　　　　古田幸子

佐伯高　　　　　○ 藤沢 康江

被　服　159

目 的　 作 業 内 容 を 分 析 し 、 不 要 な 動 作 を 省 略 す る 研 究 に 端 を 発 し た の は テ４　ラ 一 で あ り

ギ ル ブ レ ス と と も に 時 間 研 究 と 動 作 研 究 両 面 か ら の 研 究 が 進 め ら れ て き た 。 縫 製 作 業 の 工

程 分 析 を こ の 両 面 か ら 検 討 す る こ と を 目 的 と し 本 報 で は 高 等 学 校 の 家 庭 科 教 育 で 重 要 視 さ

れ て い る 技 術 検 定 用 教 材 に 着 目 し 本 研 究 を 進 め た 。 今 回 は 被 服 １ 級｢矢 裁 ち 女 物 あ わ せ 羽 島

、 被 服 ２ 級 泌 裁 ち 女 物 ひ と え 長 着Jの 和 裁 教 材 を 対 象 と し 、 縫 製 作 業 従 事 時 の 動 作 分 析 、 時

間 分 析 を 行 な い 、 さ ら に エ ネ ル ギ ー 消 費 量 を 算 出 し 比 較 検 討､を 行 な っ た 。

方 法　 被 検 者 は 本 学 学 生 で あ る 。 実 験 室 に 設 定 し た 位 置 で 縫 製 作 業 に 従 事 さ せ 、 そ の 作

業 動 作 を ビ デ オ カ メ ラ で 撮 影 し 、 撮 影 と 同 時 に ビ デ オ タ イ マ 一 を 用 い て0.01 秒 の 分 解 能 で

時 刻 を 同 時 記 録 し た 。　こ の デ ー タ を 静 止 画 Ｖ Ｔ Ｒ で 目 、 身 体 中 央 、 右 手 。 左 手 の 軌 跡 を 分

析 し 検 討 し た 。　さ ら に サ ー ブ ９ ツ ク 記 号 に よ る 動 作 分 析 を 行 な っ た 。　エ ネ ル ギ ー 消 費 量 分

析 は 労 働 科 学 研 究 所 測 定 の 各 作 業 の エ ネ ル ギ ー 代 謝 率 よ り 算 出 し 。 さ ら に 各 被 検 者 の 身 長

・ 体 重 。年 齢 。一姓 別 よ り 基 礎 代 謝 量 を 算 出 し 、 労 働 量 を 求 め て 比 較 検 討 を 行 な っ た 。。

結 果　1) 被 検 者 の 動 向 分 析 をH 。ｓ positi。t、 か ら の｡綿 動 量 で 示 す と 、 各 被 検 者 と も 利 き 手 で

あ る 右 手 の 総 動 量 が 最 も 多 く 、 身 体 中 央 の 約 ２ 倍 の 動 き を 示 し た 。2) ザ ー プ リ ヅ ク 記 号 に

よ る 作 業 分 析 で は衿 の 待 針 作 業 に サ 一 ブ リッ ク 記 号 数 が 非 常 に 多 い こ と が わ か っ た 。 ま た

利 き 手 で な い 手 は 補 助 的 な 役 割 が な さ れ て お り 、 右 手 動 作 中 は 左 手 は 布 保 持問 か 、 避 け え

な い 遅 れ 糾 の い ず れ か で あ り こ れ ら の 反 復 で あっ た 。3) 作 業 別 エ ネ ル ギ 一 消 費 量 は 手 縫 作

業｡が 大 で あ っ た 。
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９月11 日（日）第４会場　 午前9 :30 ～11 : 45

主成分得点の少数変数による推定の試み

大妻女大　人間生科研

○栗原 純代　楠本 彩乃　九鬼 種美　芦沢 玖美

目的：　人 間 の体つ きを知 るた めに 多項 目 の人体 計 測デ ーi>- が求 め られて き た。そ れ らの 計 測結果 には 多変

量 解析 法 か適 用さ れ、 情報 の低 次元 化か は から れて きてい る。 特 に「 体つ き の｡総 合評 価」 とい9 観

点 か らヽ 体形 分類 に主成 分 分析 から 求 めら れた 合成変 量（ 主 成分 得点） を 用い た研 究は 乖 多い 。し

か し、 主成 分得 点は そ の モデ ル（Zi 麦＝l ≪iiXii十 ‥ ‥‥‥ ＋１仰ｘλP（ｋ土｡1,～､III:i＝l, ～､n ）） か

ら も わか るi  りに、Ｐ 個す べて の変 数 の重 み付け 平均 値 であ る。 こ れに対 し、 今回 、 すべ ての 変数

を 用い ず少 数･変 数によっ て上 述 の主 成分 値 と同 様の 説明量 を 持｡つ た推 定値 を、 情報 量 の損失 を で き

る 限!J かさえ て 求 める方 法を 考え た 。少 数項 目でX. い 推定 か でき る 左らぱ 、計 測時 の負 担 が軽 減さ

れ よ り。

資 料:　1983 年･4月計 測 の中２女 子75 名 、高２女 子78 名計153 名の 身体 計 測値16 項 目を用 い た。

方 法：　ま ず、 資*料 に主成 分 分析 を 施し、 解 釈が年 齢・ 性 に 関係 なく一 貫し てい る 第1 お よび 第2 主 成 分（

size &  shape factors ）を 求 め、 体つ き の総 合評 価得点 と する。 次に、 そ の主成 分得 点 を目 的変 数、

ヵ ■≪の 計測 値（ 皮脂 厚を 除 く14項 目） を 説明変 数 と する重 回帰 分 析法（ 増滅法 ） を 用い て、 第1 ･ 第

2 主 成 分各４ を 少数変 数 で効 率 よ ぐ推定 で きる線形 式 を求 め る。

結果 ：　第１ 主成 分得 点 につ いて は、 大転 子 間幅・ 胸 囲・ 体重 の３ 項 目、 第２ 主 成 分得 点に つい ては 、 身長・

腸骨 蘇 高・上 肢長 ・上 腕 囲 の４ 項 目 に よって 、16 項 目で求 め られ た情 報量 の95    % 以 上 が説 明さ れ

る こと がわ かっ た。


